
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　所定の方位に互いに位置決めされた複数のアンテナ（３３，４１，４９）であって
、
　アンテナ（３３）はパッチ（３４、３６、３８）を含み、

　アンテナ（４１）はパッチ（４２、４４、４６）を含み、

　アンテナ（４９）はパッチ（４０、４８、５０）を含み、

　各々のアンテナが他のアンテナの１つ以上に対して選択的かつ電気的に接続可能である
複数のアンテナ（３３，４１，４９）と、
　－　複数のアンテナを電気的に接続する複数のスイッチ（５６，５７）であって、該ス
イッチの１つを閉じることによって２つのアンテナを電気的に接続させる複数のスイッチ
（５６，５７）と、
　－　複数のアンテナ（３３，４１，４９）と結合した複数のスイッチ（５６，５７）に
より形成されるアンテナアレイ（３０）と
を具備する平面アンテナ（３０）において、
　スイッチ（５６，５７）によって異なるアンテナ（３３，４１，４９）を接続すること
により、少なくとも２つの異なるローブ（７０，７２）を供給することができるような様
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そのパッチのうちの少なくと
も２つはハード結線されて永久に一緒に接続され、

そのパッチのうちの少なくと
も２つはハード結線されて永久に一緒に接続され、

そのパッチのうちの少なくと
も２つはハード結線されて永久に一緒に接続され、



式で、アンテナ（３３，４１，４９）が平面基板（３１）上において位置決めされる
ことを特徴とする平面アンテナ。
【請求項２】
　スイッチ（５６，５７）は平面基板上に配置されることを特徴とする請求項１に記載の
平面アンテナ。
【請求項３】
　前記パッチ（３４，３６，３８，４０，４２，４４，４６，４８，５０）は、ホール、
スロットのカップリング、または、他の任意の形式のカップリングを介して、導波管（１
０）、同軸プローブのようなマイクロ波回路に対してカップリング機能を行う中央パッチ
（５０）を具備することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の平面アンテナ。
【請求項４】
　他の全てのパッチ（３４，３６，３８，４０，４２，４４，４６，４８）は、それぞれ
のパッチを中央周波数において共振させるように最適化される長さと、アンテナのインピ
ーダンスおよび放射パワーに対して調整される幅とを有することを特徴とする請求項１か
ら請求項３のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項５】
　各々が３つのパッチ（３４，３６，３８，４０，４２，４４，４６，４８，５０）を具
備する左側、中央、および、右側のアンテナ（３３，４１，４９）を具備し、
　各々のアンテナのパッチは、垂直方向のライン（５８，６０，６２）により電気的に接
続され、かつ、左側および右側のそれぞれのアンテナ（３３，４１）と中央のアンテナ（
４９）とは、スイッチ（５６，５７）により電気的に接続可能であることを特徴とする請
求項１から請求項４のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項６】
　前記平面アンテナに対するカップリングのために、導波管（１０）が設けられているこ
とを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項７】
　前記導波管（１０）は、導波管フランジ（１６）によって終結される、平面アンテナに
対する変換部（１８）を具備することを特徴とする請求項６に記載の平面アンテナ。
【請求項８】
　前記変換部（１８）は、調波周波数におけるスプリアス放射を低減させる“ドッグボー
ン”フィルター（２０）を具備することを特徴とする請求項６または請求項７に記載の平
面アンテナ。
【請求項９】
　前記“ドッグボーン”フィルター（２０）と平面アンテナ（３０）の平面との間の距離
は、導波管（１０）が平面アンテナ（３０）の表面上に搭載されている場合には、ほぼ導
波管の長さであることを特徴とする請求項８に記載の平面アンテナ。
【請求項１０】
　前記導波管（１０）は、その後部開口部における電磁界が一定となることを保証するた
めに、かつ、インピーダンス整合を与えるために、より大きな寸法に拡大されることを特
徴とする請求項６から請求項９のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項１１】
　前記導波管（１０）は、中央パッチ（５０）へ十分なエネルギーを供給するように、か
つ、導波管（１０）と平面アンテナ（３０）との間における良好な整合を保証するように
設計される矩形開口部を具備することを特徴とする請求項６から請求項１０のいずれかに
記載の平面アンテナ。
【請求項１２】
　前記スイッチは、ＰＩＮダイオードであることを特徴とする請求項１から請求項１１の
いずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項１３】
　ＰＩＮダイオードを分極するために、直流電流用の経路が設けられ、かつ、該経路は、
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アンテナ放射パターンに対して何の影響も及ぼさないように形成されることを特徴とする
請求項１２に記載の平面アンテナ。
【請求項１４】
　少なくとも、前記スイッチに直流電流を印加するための接続パッド（５２，５４）、お
よび／または、制御ライン（６６，６８）の一部が、マイクロ波を吸収する材料により覆
われることを特徴とする請求項１から請求項１３のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項１５】
　前記平面アンテナ（３０）の少なくとも１つのローブと協働する少なくとも１つの測定
装置（１００，１０２）から少なくとも１つのドップラー信号を得ることにより、該得ら
れたドップラー信号を アルゴリズムにしたがって処理
することにより、かつ、該アルゴリズムにしたがって平面アンテナ（３０）の構成間の高
速スイッチングを行うことにより、平面アンテナ（３０）を制御するための回路を具備す
ることを特徴とする請求項１から請求項１４のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項１６】
　前記回路は、得られたドップラー信号をサンプリングするためのサンプル／ホールド回
路（１１４，１１６，１１８，１２０）を具備することを特徴とする請求項１５に記載の
平面アンテナ。
【請求項１７】
　前記サンプル／ホールド回路（１１４，１１６，１１８，１２０）は、高速スイッチン
グと同期することを特徴とする請求項１６に記載の平面アンテナ。
【請求項１８】
　前記回路は、少なくとも１つのドップラー信号を処理するためのディジタル信号プロセ
ッサを具備することを特徴とする請求項１５から請求項１７のいずれかに記載の平面アン
テナ。
【請求項１９】
　前記ディジタル信号プロセッサは、２つの測定装置（１００，１０２）から得られかつ
平面アンテナの２つの異なるローブに対応する２つのドップラー信号を処理し、かつ、該
ドップラー信号に重みづけすることにより、該ドップラー信号から中間ローブを計算する
ことを特徴とする請求項１８に記載の平面アンテナ。
【請求項２０】
　前記回路は、サンプリングに適した精度によってサンプリング周波数信号（Φ）を生成
する発振器（１０８）を具備することを特徴とする請求項１５から請求項１９のいずれか
に記載の平面アンテナ。
【請求項２１】
　前記回路は、パルス幅変調によりサンプリングを行うように形成されることを特徴とす
る請求項１５から請求項２０のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項２２】
　ドアオープナーセンサー（１５２）において用いられることを特徴とする請求項１から
請求項２１のいずれかに記載の平面アンテナ。
【請求項２３】
　請求項１から請求項２２のいずれかに記載の平面アンテナを用いた装置であって、
　前記ドアオープナーセンサー（１５２）は、平行通行遮断アルゴリズムを行い、該アル
ゴリズムは、前記ドアオープナーセンサー（１５２）により覆われる領域内または該領域
の近傍を移動する歩行者の方向を計算するために平面アンテナの少なくとも２つの異なる
ローブ（１５４，１５６）が解析されるような様式で、平面アンテナから受信された情報
を処理する
ことを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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、ドップラー信号の振幅を検出する



本発明は、請求項１の前提部分（ preamble）の特徴による平面アンテナに関する。
【０００２】
【従来の技術】
平面アンテナについては、従来技術において公知である。これらのアンテナに固有のサイ
ズ、コスト、および放射性能という興味深い特徴に加えて、これらのアンテナは、概して
、アンテナ放射パターンの変化が必要とされ得る全ての場合において用いられている。し
ばしば、２つの別個の平面アンテナ構成（ configurations）間におけるスイッチングが必
要とされる。検出アンテナとして用いられる場合に、これらの構成は、２つの検出または
放射パターンの幅に対応する。様々な検出または放射パターンを提供するために、従来技
術においては、２つ以上のアンテナを用いることが十分に公知である。他の技術は、吸収
材料または金属包囲式（ metallic surrounding）構成を用いることによりアンテナの検出
または放射パターンを変化させることからなる。しかしながら、これらの技術は、全て、
アンテナの機械的変更に基づくものである。
【０００３】
米国特許第６，１７５，７２３号明細書は、スイッチング可能なアンテナアレイを平面ア
ンテナとして具備する自己構造（ self-structuring）アンテナシステムに関するものであ
る。このアンテナアレイは、一連のスイッチにより互いに選択的かつ電気的に接続可能で
ある複数のアンテナエレメントにより形成される。このことによって、実際にアンテナを
移動したり機械的に変更したりせずに、アンテナアレイの物理的形状の変更が可能となる
。物理的形状を変更することにより、アンテナの放射パターンまたはローブを変更するこ
とができる。さらに、良好なアンテナ性能を達成すべく、アンテナの形状を、電気的およ
び／または物理的環境を変化させることに対して適合させることができる。しかしながら
、これらのスイッチは、ソリッドステート、機械的、または、光電子工学的のいずれかの
性質を備えて、概してアンテナ自体の背後に搭載される中継器である。このようなスイッ
チは、高価であり、かつ、加工処理するのが困難である。したがって、このアンテナ構造
は、コストセンシティブ（ cost-sensitive）な用途に関しては費用がかかり過ぎる。
【０００４】
平面アンテナのための一般的かつコストセンシティブな用途は、自動ドアオープナー（ au
tomatic door opener）である。自動ドアオープナーは、通常は導波管トランシーバ（ wav
eguide transceivers）からなるドアオープナーセンサーを用いる。導波管トランシーバ
の出力は、導波管フランジである。しかしながら、導波管技術において用いることができ
る様々なアンテナのためのスイッチを設計することは、非常に困難でありかつ費用がかか
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の目的は、低コストで生産することができ、これにより、低コストの
用途（特に、ドアオープナーセンサー）において好都合に用いることができる平面アンテ
ナを提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明による平面アンテナは、独立請求項１に明示されていることにより特徴づけられる
。
【０００７】
本発明の好都合な実施形態は、従属請求項に明示されている。
【０００８】
本発明のさらなる目的は、ドアオープナーセンサーによりカバーされる領域内または該領
域の近傍を移動する歩行者の方向を計算すべく、平面アンテナの少なくとも２つの異なる
ローブが解析されるような方法で、該平面アンテナから受信された情報を処理する平行通
行遮断アルゴリズム（ parallel traffic rejection algorithm）を行う装置であるような
平面アンテナを用いることである。

10

20

30

40

50

(4) JP 4021740 B2 2007.12.12



【０００９】
本発明の平面アンテナは、
－　所定の方位に互いに位置決めされた複数のアンテナエレメントであって、各々のアン
テナエレメントが他のアンテナエレメントの１つ以上に対して選択的かつ電気的に接続可
能である複数のアンテナエレメントと、
－　複数のアンテナエレメントを電気的に接続する複数のスイッチであって、該スイッチ
の１つを閉じることによって少なくとも２つのアンテナエレメントを電気的に接続させる
複数のスイッチと、
－　複数のアンテナエレメントと結合した複数のスイッチにより形成されるアンテナアレ
イと
を具備し、
平面基板自体に配置されたスイッチを使って異なるアンテナエレメントを活性化すること
により、少なくとも２つの異なるアンテナローブを供給することができるような様式で、
アンテナエレメントが平面基板上において位置決めされる。
【００１０】
本発明によれば、導波管出力に対するダイレクトカップリングにおいて用いることができ
る平面アンテナが設計される。このアンテナは、アンテナエレメントを具備する基板（詳
細には、マイクロ波基板）からなる。アンテナエレメントは、基板上のパッチを具備する
ことができる。好ましい実施形態において、これらのパッチは、マイクロ波基板上におい
てエッチングされる。本発明によれば、導波管内よりも平面基板自体において、スイッチ
ング機能を生成することが好ましい。本発明のアンテナについては、詳細には、広範に用
いられかつ安価であるマイクロエレクトロニクス生産技術を用いて、低コストで生産する
ことができる。
【００１１】
前記パッチは、導波管、同軸プローブ、ホール、または、スロットのカップリングのよう
な、マイクロ波回路に対するカップリング機能を行う中央パッチを具備することができる
。ホールや同軸プローブなどを介しての接続を伴う他の形式のマイクロ波回路も使用可能
である。他の全てのパッチは、それぞれのパッチを中央周波数において共振させるように
最適化されている長さと、アンテナのインピーダンスおよび放射パワーに対して調整され
る幅とを有する。
【００１２】
平面アンテナへのカップリングのための導波管が設けられることが好ましい。導波管は、
導波管フランジが終端をなす平面アンテナに対する変換部を具備することができる。好ま
しい実施形態において、変換部は、調波周波数におけるスプリアス放射を低減させる“ド
ッグボーン”フィルターを具備する。良好なフィルタリング性能を達成すべく、導波管が
平面アンテナの表面上に搭載されている場合には、“ドッグボーン”フィルターと平面ア
ンテナの平面との間の距離は、少なくとも、導波管の長さの約半分である。後部開口部上
における電磁界が一定となることを保証するために、かつ、インピーダンス整合を与える
ために、導波管を、より大きな寸法に拡大することができる。最後に、導波管は、中央パ
ッチへ十分なエネルギーを供給するように、かつ、導波管と平面アンテナとの間における
良好な整合を保証するように設計される矩形開口部を具備することができる。
【００１３】
アンテナの制御ラインの端から端までにおけるマイクロ波の漏れを回避し、かつ、平面ア
ンテナをアンテナ制御回路の台部から完全に隔離することを保証するために、スイッチに
直流電流を印加するための制御ラインおよび接続パッドの一部は、マイクロ波を吸収する
材料により覆われる。
【００１４】
本発明によれば、ＰＩＮダイオードがスイッチとして好ましい。ＰＩＮダイオードの給電
および該ＰＩＮダイオードのアンテナレイアウト内部への挿入は、これらの追加的構成要
素がアンテナの放射特性に対して変更も摂動も加えないことを考慮に入れることを必要と

10

20

30

40

50

(5) JP 4021740 B2 2007.12.12



する。本発明によれば、ＰＩＮダイオードを分極するために直流電流により用いられる経
路は、アンテナ放射パターンに対して何の影響も及ぼさないように設計される。この場合
に、ＰＩＮダイオードが搭載されるパッチ上における、ＰＩＮダイオードに給電するため
のラインの接続位置は、最も重要である。
【００１５】
さらなる特徴において、本発明は、平面アンテナの少なくとも１つのローブと協働する少
なくとも１つの測定装置から、少なくとも１つのドップラー信号サンプルを得ることによ
り、得られたドップラー信号をアルゴリズムにしたがって処理することにより、かつ、該
アルゴリズムにしたがって平面アンテナの構成間における高速スイッチングを行うことに
より、平面アンテナを制御するための回路を提供する。
【００１６】
前記回路は、得られたドップラー信号をサンプリングするためのサンプル／ホールド回路
を具備することが好ましい。サンプル／ホールド回路については、高速スイッチングと同
期させることができる。前記回路は、少なくとも１つのドップラー信号を処理するための
ディジタル信号プロセッサを、好都合に具備することができる。好ましい実施形態におい
て、ディジタル信号プロセッサは、２つの測定装置（アンテナのトランシーバ内に位置決
めされたショットキーダイオードであることが好ましい）から得られかつ平面アンテナの
２つの異なるローブに対応する２つのドップラー信号を処理し、かつ、該ドップラー信号
に重みづけすることにより、該ドップラー信号から中間ローブを計算する。前記回路は、
サンプリングに適した精度によってサンプリング周波数信号を生成する発振器をさらに具
備することができる。高い周波数安定性のソースを用いる場合には、前記回路を、アンテ
ナ制御信号のパルス幅変調により２つのローブの重みづけを行うように形成することがで
きる。２つのアンテナローブ間の重みづけは、増幅器の低域通過フィルターの有意味な作
用（ meaning action）により達成される。したがって、重みづけされたドップラー信号を
回収するためには、少なくとも１つの検出チェーンで十分である。
【００１７】
前記平面アンテナの用途に関する好ましい分野は、ドアオープナーという用途である。前
記アンテナは、ドアオープナーセンサーにおいて好都合に用いられる。
【００１８】
このようなドアオープナーセンサーは、ドアオープナーセンサーにより覆われる領域内ま
たは該領域の近傍を移動する歩行者の方向を計算するために平面アンテナの少なくとも２
つの異なるローブが解析されるような方法で、平面アンテナから受信された情報を処理す
る平行通行遮断アルゴリズムを行うことができる。公知のドアオープナーセンサーとは対
照的に、ある人物がセンサーにより制御されるドアの中に入ろうとする場合（すなわち、
その人物が、センサーの検出領域の範囲内に収まる一定の方向に歩く場合）にのみ、該ド
アが開くという点で、ドアの正面における通行を、より安全に検出することができる。
【００１９】
本発明のさらなる目的、利点、および特徴については、添付図面と関連して取り上げられ
る以下の説明から明白となる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
アンテナ全体は、導波管１０と平面回路アンテナ３０とからなるアセンブリ（ assembly）
からなる。
【００２１】
図１は、導波管１０を示す。導波管フランジ１６は、トランシーバの終端をなしており、
かつ、導波管変換部（ waveguide transition section）１８は、トランシーバの出力と互
換可能（ compatible）であるように設計されている。導波管変換部１８の内部において、
調波周波数（ harmonic frequencies）におけるスプリアス放射（ spurious radiation）の
レベルを低減させるために、“ドッグボーン（ Doggy Bone）”フィルター２０が用いられ
ている。参照番号１２は導波管１０の上面図を示し、参照番号１４は導波管１０の側面図
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を示している。
【００２２】
前記フィルター２０の後方においては、該フィルター２０およびアンテナ平面の２つが近
接して存在することにより内部の電磁界が摂動を受けない（ not perturbed）ように、該
フィルター２０とアンテナ平面との間に必要な距離を保つための導波管長が用いられてい
る。さらに、アンテナの後部開口部における一定の電磁界を保証する（導波管内部におけ
る電界の余弦変化を最小限にする）ために、かつ、インピーダンス整合を与えるために、
導波管１０は、より大きな寸法に拡大されている。
【００２３】
図２に示される平面アンテナ３０は導波管長の末端に配置され、かつ、電磁界は、矩形開
口部によって、導波管からアンテナへカップリングされている。この開口部は、平面アン
テナ３０の基板３１の中央パッチ５０へ十分なエネルギーを供給するように設計されてい
る。さらに、この開口部は、良好な整合を保証する。電磁放射エネルギーを中央パッチ５
０へカップリングした後に、該エネルギーは、マイクロストリップライン５８，６０，６
２を用いることにより、他のパッチ３４，３６，３８，４０，４２，４４，４６，４８へ
さらに分配される。カップリングラインの詳細について、以下に説明する。
【００２４】
前記アンテナの構造は、各々が３つのパッチからなる３つのライン３３，４９，４１から
なる。左側のライン３３は、パッチ３４，３６，３８を具備し、右側のライン４１は、パ
ッチ４２，４４，４６を具備し、かつ、中央のライン４９は、パッチ４０，４８，５０を
具備する。各々のライン３１，４１，４９は、アンテナエレメントを形成する。各々のラ
インにおいて、パッチは、前述したマイクロストリップライン５８，６０，６２により、
それぞれ互いに電気的に接続されている。これにより、３つのアンテナエレメントが、平
面アンテナ３０上に形成される。
【００２５】
前記中央パッチ５０の形状は、導波管１０とのカップリング機能に起因して、他のパッチ
３４，３６，３８，４０，４２，４４，４６，４８の形状とは異なる。他のパッチ３４，
３６，３８，４０，４２，４４，４６，４８は、各々のパッチをアンテナの中央周波数に
おいて共振させるように最適化された長さを有するパッチである。前記パッチ３４，３６
，３８，４０，４２，４４，４６，４８の幅は、アンテナのインピーダンスおよび放射パ
ワーを調整するために用いられる。この技術は、より大きなサイズのアンテナ（詳細には
、より大きな寸法のパッチを備えたアンテナ、および／または、より多数のパッチを備え
たアンテナ）にも適用可能である。
【００２６】
既述したように、前記アンテナは、各々がそれぞれ３つのパッチからなる３つのアンテナ
エレメントまたはラインからなる。各々のライン内部において、カップリングは、中央パ
ッチ５０の各々の側に接続されかつ端部のパッチ３４，３６，３８，４０，４２，４４，
４６，４８に給電している２つの（マイクロストリップ）ライン５８，６０により保証さ
れる。これらの各々のライン５８，６０の長さは、パッチ３４，３６，３８，４０，４２
，４４，４６，４８が該ラインに沿って全て同相（ in phase）で放射するように設計され
ている。
【００２７】
次に、２つの外側のライン５８，６０は、水平方向のカップリングライン６１，６３によ
り中央のライン６２と連結されており、該水平方向のカップリングライン６１，６３は、
外側のライン５８，６０に同相で給電するように、かつ、アンテナ３０の構造に沿って対
称性を保つように設計されている。これにより、中央パッチ５０の周りに“Ｓ”字形状の
カップリングが与えられる。多少の整合および相対的パワー調整を、ライン幅の変化の結
果として生じるマイクロストリップのインピーダンスの変化によりもたらすことができる
。このことは、アンテナの水平方向の放射パターンを調整するために、かつ、アセンブリ
全体の反射損失（ return loss）を最適化するために有用である。
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【００２８】
全てのラインを通して、導波管１０により中央パッチ５０上において生成されたパワーは
、全てのアンテナエレメント３３，４１，４９に、必要な比率によって分配される。
【００２９】
詳細には、ドアオープナーの用途において、広い水平ローブ、および、狭い水平ローブと
いう２つの形式のアンテナパターンを有することは好都合である。各々のローブがアンテ
ナに対応するので、２つの異なるアンテナが必要とされる。両方のアンテナは、同じ垂直
方向の放射パターンを有するべきである。これを達成するためには、２つの構成をスイッ
チングするためのスイッチ素子を用いることが必要である。
【００３０】
前記スイッチングは、水平方向のカップリングライン６３，６１上にそれぞれ搭載されて
いるＰＩＮダイオード５６，５７により行われる。これらのダイオード５６，５７はアク
ティブスイッチとして作用し、これらのアクティブスイッチによって、パッチ３４，３６
，３８，４２，４４，４６を中央パッチ５０と接続したり、または、中央パッチ５０から
切断することができる。これによって、外側のパッチ３４，３６，３８／４２，４４，４
６に対するマイクロ波パワーの流れを制御することが可能となる。
【００３１】
前記ＰＩＮダイオード５６，５７は、“オン”状態において低い直列抵抗を与え、かつ、
“オフ”状態において低い静電容量を与えるという性質を有する。したがって、これらの
ＰＩＮダイオードは、該ＰＩＮダイオードの周りに複雑な整合回路を必要とせずに良好な
スイッチング性能をもたらすために好ましい素子である。
【００３２】
前記ＰＩＮダイオードが“オン”状態である場合に、２つの外側のパッチライン３３，４
１が給電され、かつ、アンテナは、水平平面において狭いローブを与える３×３パッチア
ンテナとして作用する。この構成は、狭いローブの用途のために用いられる。
【００３３】
前記ＰＩＮダイオードが“オフ”状態である場合に、２つの外側のパッチライン３３，４
１は、中央パッチライン４９から切断される。水平方向のカップリングライン６１，６３
は切断される。これにより、アンテナは、パッチ４０，４８，５０を備え、広い放射パタ
ーンまたは受信パターンを水平平面において備え、かつ、狭いローブのアンテナパターン
と類似した放射パターンまたは受信パターンを垂直平面において備えた、一列のラインパ
ッチアンテナとなる。
【００３４】
前記ＰＩＮダイオード５６，５７は、最小限のパッケージ寄生容量（ package parasitic
）を有する表面実装型デバイス（ surface mount devices：ＳＭＤ）であってもよい。ダ
イオード５６，５７については、対応するパッドの中央（ここでは、マイクロチップ幅が
より広くなっている）に搭載することができる。この地点において、インピーダンスのレ
ベルはかなり低く、かつ、“オフ”状態にあるダイオードのインピーダンスは、良好な隔
離（ isolation）をもたらすために十分な高さである。
【００３５】
正しくスイッチングを行うために、適切な分極（ polarization）をダイオードに与える必
要がある。ダイオードを“オン”状態に設定するためには、約１０ｍＡの電流によってダ
イオードにバイアスをかけることが必要である。ダイオードを“オフ”状態に設定するた
めには、約０Ｖのバイアス電圧が印加される。しかしながら、“オフ”状態の間にはダイ
オード５６，５７を浮動状態のまま放置しないことが必要である。
【００３６】
これにより、２つのダイオード５６，５７には、直流電流が直列に供給される。このこと
は、下記のような幾つかの利点を有する：
－　一方のダイオードが故障すると、他方のダイオード内部には電流が流れず、かつ、ア
ンテナは、最もよく用いられるさらに大きなローブへ戻る。
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－　２つのダイオードを直列に置くことは、分極ラインの総数を低下させ、これにより、
これらのラインにより生成されるアンテナ放射パターンの摂動（ perturbations）を低減
させる。
－　２つのダイオードが直列に分極されるので、本質的に同じ電流がこれらのダイオード
を通して流れる。これにより、良好な整合がアンテナの２つの側の間において達成され、
これにより、ローブの対称性が修正される。
－　本質的に同じの電流がこれらのダイオードを通して流れるので、２つのダイオードが
用いられていても、電流消費は、分極電流の約１倍まで低下する。
【００３７】
以下に、両側のアンテナに対する分極ラインの最適な接続について説明する。大部分の分
極回路において、マイクロ波信号が分極回路を通して流れないことを保証することが非常
に重要である。その理由は、何らかの副作用が、低周波回路内部のマイクロ波信号の非線
形性または摂動の混合から生じ得るためである。このことによってノイズ信号またはドッ
プラー類似型（ Doppler like）信号（３０～４００Ｈｚの間の任意の信号）のいずれかが
生じれば問題となり得る。さらに、これらのラインが何らかのマイクロ波信号を拾えば、
これらのラインによって、アンテナ放射パターンの歪みが生成される可能性がある。これ
を回避するために、アンテナ３０に関する特別な構成が用いられている。
【００３８】
電磁シミュレーションは、共振パッチアンテナが、端部において最大電圧を有し、かつ、
外側の中央において最小電圧を有することを示している。これは、正に、ダイオードに直
流電流を供給するために細い（ thin）ラインが接続されている場合である。さらに、電磁
シミュレーションは、この方策を用いたマイクロ波パワーの遮断（ rejection）が３５ｄ
Ｂまで到達し得ることも示している。図３は、アンテナ３０の直流経路を示す図である。
直流電流は、接続パッド５２，５４によって印加され、該接続パッド５２，５４は、細い
ラインによりパッチ３４，３６にそれぞれ接続されている。
【００３９】
アンテナをレーダー回路の台部（ rest）から完全に隔離することを保証するために、さら
なる予防措置が必要とされる。このことについては、分極ラインの上部に貼り付けられた
マイクロ波吸収材料を用いることにより達成することができる。図４は、アンテナの表面
に適用された吸収材料を示している。吸収材料の形状は、アンテナ基板上に留まるように
設計されている。
【００４０】
２つのアンテナを電子的にスイッチングすることにより、印加される制御電圧に応じて、
２つの異なるアンテナローブ７０，７２を有することが可能である。図５は、アンテナの
構成をスイッチングすることにより生成される２つの考えられ得るローブ７０，７２を示
す。これらのローブ７０，７２は、２つのアンテナ構成に関する放射パターンの水平方向
分布に関連する。アンテナの機械的変更はもはや必要とされない。１つのアンテナが、電
子的にスイッチングすることにより、様々なローブを容易に供給することができる。垂直
平面においては、全てのアンテナエレメント３３，４１，４９が全く同様であるので、放
射パターン８０は、図６に示されるように、アンテナ構成とは無関係にほとんど同じであ
る。したがって、垂直方向の放射パターン８０は、平面アンテナ３０に関する両方の構成
に対して、ほぼ同一である。
【００４１】
このようなアンテナの利用は、導波管技術に基づく既存の低価格トランシーバと容易に互
換可能であるという利点をさらに有する。完全に平面的な解決法と比較して、このような
装置のアセンブリは重大なことではなくなり、かつ、その実装はより頑丈なものとなる。
ダイオードを保護するために、泡状のレドーム（ radome）を用いることができる。
【００４２】
前述した技術については、かなり一般的なものであるので、アンテナローブの変化が必要
とされる様々な場合において用いることができる。ドップラー信号の電子的処理とアンテ
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ナ制御とによって、多くの様々な構成が可能となる。
【００４３】
アンテナの電子的スイッチングによって、プロセッサによるアンテナ制御方法が開放され
、これにより、遠隔制御による放射パターンの調整方法が開放される。２つの極端な構成
間におけるスイッチングが可能であるだけでなく、アルゴリズムの利用を通して、２つの
極端な構成間における等価的な検出ローブを生成することが可能である。必要とされるあ
らゆる中間的状態を得るために、各々の構成において受信されたドップラー信号の重みづ
けが用いられる。
【００４４】
図７は、マイクロ波トランシーバ１０６に接続されたＩＦ処理用回路を示している。トラ
ンシーバ１０６は、平面アンテナ３０上に搭載された導波管を具備する。前記処理は、２
つのアンテナ構成の各々のためにマイクロ波トランシーバ１０６内に設けられた２つのシ
ョットキーダイオード１００，１０２のドップラー信号を得る。この目的のために、アン
テナ３０により受信された信号は、各々のアンテナ構成においてサンプリングされ、かつ
、高速スイッチングが、アンテナ３０の２つの構成間において行われる。サンプル／ホー
ルド回路１１４，１１６，１１８，１２０は、該サンプル／ホールド回路１１４，１１６
，１１８，１２０の出力信号を対応チャンネル上においてスイッチングするために、各々
のアンテナ構成のスイッチングと同期する。
【００４５】
このような回路によって、２つのアンテナ構成のための、２つのショットキーダイオード
１００，１０２のドップラー信号をほぼ同時に回収することが可能であり、かつ、これら
をディジタル処理用プロセッサへ送信することが可能である。プロセッサが１つのアンテ
ナ構成から生じる信号のみを考慮に入れている場合には、センサーは、アンテナの検出パ
ターンを、この状態にスイッチングさせる。しかしながら、２つの構成が同時に利用可能
であれば、ドップラー信号に重みづけをすることにより、任意の中間ローブを計算するこ
とが可能である。
【００４６】
この技術においては、プロセッサまたは補助発振器１０８により、サンプリングクロック
を供給することができ、該補助発振器１０８の周波数精度は、良好なサンプリングを提供
するために十分に高い状態であれば、重大なものではない。
【００４７】
非常に高い周波数安定性のマイクロ波ソースの場合には、サンプリングのためにパルス幅
変調（ＰＷＭ）を用いることが可能である。このような場合には、信号を回収するために
、１つの検出チェーンのみで十分である。デューティサイクルは、ローブ間の選択を行う
。
【００４８】
アクティブアンテナセンサーにおいて用いられるこのような平面アクティブアンテナ３０
は、単独アンテナよりも多くの情報を送り出す。平面アクティブアンテナ３０から受信さ
れたさらなる情報の利用は、図８に示されるようなドアオープナーシステムにおいて用い
られる効果的な歩行者平行通行遮断アルゴリズムに役立ち得る。ドア１５０の上部に搭載
されたアクティブアンテナセンサー１５２の２つのアンテナ構成から生じるドップラー信
号の振幅を同時に観測することにより、歩行者がどちらの側からやって来るのかを判断す
ることが可能である。
【００４９】
前記アクティブアンテナセンサー１５２の水平方向の放射パターンが慎重に選択されれば
、同じターゲットにより両方のアンテナ構成において生成された情報を相関させることが
でき、これにより、該センサーの軸に対する該ターゲットの軌跡の角度が近似される。
【００５０】
前記ターゲットがセンサーの軸方向（Ａ方向）へ来る場合には、第２構成の検出フィール
ド（狭いフィールド）１５６に対応する信号の方が、第１構成の検出フィールド（広いフ
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ィールド）１５４に対応する信号よりも大きくなる。逆に、ターゲットがドア１５０のヘ
ッダと平行（Ｂ方向）に歩く場合には、広い検出フィールドに対応する信号の方が、狭い
検出フィールドに対応する信号よりも大きくなる。両方のアンテナ構成によって生成され
た信号間の大きさの比率が間断なく計算されれば、ターゲットの軌跡の角度を評価するこ
とができる。さらに、この情報については、ドア１５０のヘッダと平行に歩いているター
ゲットを識別するために、特定のレベルと比較することができる。
【００５１】
以上、本発明による平面アンテナの実施形態について説明した。本発明は、平面アンテナ
の設計を、前述した平面アンテナに制約するものではない。本発明は、本明細書において
用いられる題材を決して制約するものではない。本発明は、トランシーバと中央パッチと
の間におけるカップリングを決して制約するものではない。本発明の概念については、独
立請求項１により定義される範囲内において、様々な方法で適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　導波管アンテナホルダーの実施形態を示す図である。
【図２】　平面アンテナのレイアウトの実施形態を示す図である。
【図３】　図２のアンテナの直流電流経路を示す図である。
【図４】　図２のアンテナ上における吸収材料の配置を示す図である。
【図５】　図２のアンテナに関して考えられ得る２つの水平方向の放射パターンを示す図
である。
【図６】　図２の両方のアンテナ構成における、典型的な垂直方向の放射パターンを示す
図である。
【図７】　図２のアンテナとともに用いるためのＩＦ処理回路の実施形態を示す図である
。
【図８】　自動ドアオープナーにおける本発明の用途を示す図である。
【符号の説明】
１０　導波管
１２　導波管の上面図
１４　導波管の側面図
１６　導波管フランジ
１８　変換部
２０　フィルター
３０　平面アンテナ回路
３１　基板
３３，４１，４９　ライン
３４，３６，３８，４０，４２，４４，４６，４８　パッチ
５０　中央パッチ
５８，６０，６２　マイクロストリップライン
５２，５４　接続パッド
５６，５７　ＰＩＮダイオード
６１，６３　カップリングライン
７０，７２　ローブ
８０　放射パターン
１００，１０２　ショットキーダイオード
１０６　トランシーバ
１０８　発振器
１１４，１１６，１１８，１２０　回路
１５０　ドア
１５２　センサー
１５４，１６０　検出フィールド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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